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      1イエス・キリストの僕しもべにしてヤコブの兄弟きゃうだいなるユダ、書ふみを召めされたる者もの、すなはち父ちちなる神かみに愛あいせられ、イエス・キリストの爲ために守まもらるる者ものに贈おくる。 2願ねがはくは憐憫あはれみと平安へいあんと愛あいと、なんぢらに増まさんことを。
    


    
      3愛あいする者ものよ、われ我われらが共ともに與あづかる救すくひにつき勵はげみて汝なんぢらに書かき贈おくらんとせしが、聖徒せいとの一ひとたび傳つたへられたる信仰しんかうのために戰たたかはんことを勸すすむる書ふみを、汝なんぢらに贈おくるを必要ひつえうと思おもへり。 4そは敬虔けいけんならずして我われらの神かみの恩惠めぐみを好色かうしょくに易かへ、唯一ゆゐいつの主しゅなる我われらの主しゅイエス・キリストを否いなむものども潜もぐり入いりたればなり。彼かれらが此この審判さばきを受うくべきことは昔むかしより預あらかじめ録しるされたり。
    


    
      5汝なんぢらは固もとより凡すべての事ことを知しれど、我われさらに汝なんぢ等らをして思おもひ出いださしめんとする事ことあり、即すなはち主しゅエジプトの地ちより民たみを救すくひ出いだして、後のちに信しんぜぬ者ものを亡ほろぼし給たまへり。 6又またおのが位くらゐを保たもたずして己おのが居所ゐどころを離はなれたる御使みつかひを、大おほいなる日ひの審判さばきまで、闇黒くらやみのうちに長久とことはの繩目なはめをもて看守かんしゅし給たまへり。 7ソドム、ゴモラ及およびその周圍まはりの町々まちまちも亦またこれと同おなじく、淫行いんかうに耽ふけり、背倫はいりんの肉にく慾よくに走はしり、永遠とこしへの火ひの刑罰けいばつをうけて鑑かがみとせられたり。 8かくの如ごとくかの夢ゆめ見みる者ものどもも肉にくを汚けがし、權威けんゐある者ものを輕かろんじ、尊たふとき者ものを罵ののしる。 9御使みつかひの長をさミカエル惡魔あくまと論ろんじてモーセの屍體しかばねを爭あらそひし時ときに、敢あへて罵ののしりて審さばかず、唯ただ『ねがはくは主しゅなんぢを戒いましめ給たまはんことを』と云いへり。 10されど此この人々ひとびとは知しらぬことを罵ののしり、無知むちの獸けもののごとく、自然しぜんに知しる所ところによりて亡ほろぶるなり。 11禍害わざはひなるかな、彼かれらはカインの道みちにゆき、利りのためにバラムの迷まよひに走はしり、またコラの如ごとき謀反むほんによりて亡ほろびたり。 12彼かれらは汝なんぢらと共ともに宴席ふるまひに與あづかり、その愛餐あいさんの暗礁かくれいはたり、憚はばからずして自己みづからをやしなふ牧者ぼくしゃ、風かぜに逐おはるる水みづなき雲くも、枯かれて又またかれ、根ねより拔ぬかれたる果みなき秋あきの木き、 13おのが恥はぢを湧わき出いだす海うみのあらき波なみ、さまよふ星ほしなり。彼かれらの爲ために暗くらき闇やみ、とこしへに蓄たくはへ置おかれたり。 14アダムより七代しちだいに當あたるエノク彼かれらに就つきて預言よげんせり。曰いはく『視みよ、主しゅはその聖せいなる千萬ちよろづの衆しゅうを率ひきゐて來きたりたまへり。 15これ凡すべての人ひとの審判さばきをなし、すべて敬虔けいけんならぬ者ものの不ふ敬虔けいけんを行おこなひたる不ふ敬虔けいけんの凡すべての業わざと、敬虔けいけんならぬ罪人つみびとの、主しゅに逆さからひて語かたりたる凡すべての甚はなはだしき言ことばとを責せめ給たまはんとてなり』 16彼かれらは呟つぶやくもの、不滿ふまんをならす者ものにして、おのが慾よくに隨したがひて歩あゆみ、口くちに誇ほこりをかたり、利りのために人ひとに諂へつらふなり。
    


    
      17愛あいする者ものよ、汝なんぢらは我われらの主しゅイエス・キリストの使徒しとたちの預あらかじめ言いひし言ことばを憶おぼえよ。 18即すなはち汝なんぢらに曰いへらく『末すゑの時ときに嘲あざける者ものおこり、己おのが不ふ敬虔けいけんなる慾よくに隨したがひて歩あゆまん』と。 19彼かれらは分裂ぶんれつをなし、情じゃう慾よくに屬ぞくし、御靈みたまを有もたぬ者ものなり。 20されど愛あいする者ものよ、なんぢらは己おのがいと潔きよき信仰しんかうの上うへに徳とくを建たて、聖せい靈れいによりて祈いのり、 21神かみの愛あいのうちに己おのれをまもり、永遠とこしへの生命いのちを得うるまで我われらの主しゅイエス・キリストの憐憫あはれみを待まて。 22また彼かれらの中うちなる疑うたがふ者ものをあはれみ、 23或ある者ものを火ひより取出とりいだして救すくひ、或ある者ものをその肉にくに汚けがれたる下衣したぎをも厭いとひ、かつ懼おそれつつ憐あはれめ。
    


    
      24願ねがはくは汝なんぢらを守まもりて躓つまづかしめず、瑕きずなくして榮光えいくわうの御前みまへに歡喜よろこびをもて立たつことを得えしめ給たまふ者もの、 25即すなはち我われらの救主すくひぬしなる唯一ゆゐいつの神かみに、榮光えいくわう・稜威みいつ・權力ちから・權威けんゐ、われらの主しゅイエス・キリストに由よりて、萬よろづ世よの前まへにも今いまも萬よろづ世よまでも在あらんことを、アァメン
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